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●第１分科会● 

石川の「協働の今」を検証する 

各地ですすむ協働事業をブラッシュアップしよう 

 
〔ゲスト〕 

谷口 健一 

 ねあがりカライダスコープ代表 

能美市協働型まちづくり市民会議副委員長 

定免 久美子 

羽咋市市民活動支援センター事務局長 

ＮＰＯ法人わくわくネットはくい理事 

〔コーディネーター〕 

谷内 博史 

石川地域づくり協会コーディネーター 

七尾市地域づくり協働推進室まちづくりコー

ディネーター 

 

１．日程の概要 

10:00～12:30 ゲストの地元における協働推進

事例紹介、話題提供。 

12:30～13:30 昼食 

13:30～14:00 コーディネーターの地元におけ

る協働推進事例紹介、話題提供。 

14:00～15:00 パネルディスカッション 

 

 

 

 

 

 

２．分科会内容（要約） 

(１)挨拶(谷内博史) 

地域社会のさまざまな課題について、あらゆ

る場面で行政だけでなく、地元でいろいろな活

動をしている人たちと役割分担をしながら解決

するようになってきた。その自立と連携のあり

方としての協働について、新たな公を創造して

いくための取り組みについて、ディスカッショ

ンしていきたい。 

(２)事例紹介 

①協働の現状と課題（阿部圭宏） 

～滋賀県の事例から～ 

市民目線から入ることを考えていかないといけ

ないのではないか。／行政の問題としておくだ

けでなく、自分たちも考えていくような時代に

なった。／行政は金がないといって執行停止状

態となるような感じなので、行政が行ってくれ

ないなら自分たちでやってやろうとなるように。

／税金を払うから行政でやっておけよというこ

とが明治時代から続いてきた。税金を払ってい

るから行政にお願いする。／公共領域と市民領

域が別々に行ってきたのが従来型。／これから

は公共領域と市民領域が交わる領域(協働領域)

が広がってきて、社会問題を解決していく。／

協働とは、政策実現のための手段であり、協働

を目的として活動するものではない。／基本的

には、組織対組織として考えていくもの。／日

本のＮＰＯは組織的には小さく地域密着型。6

～7割がその自治体内で活動している。／ＮＰ

Ｏに委託したら協働なのか。金を出す方が絶対

に強い立場。行政は下請け＝協働と思っている

場合も。 

○滋賀県の事例 

行政に呼びかける形で始まった。／誰でも参加

できる。ワークショップを取り入れた。／県民、

地域団体、ＮＰＯ、企業等の多様な主体と行政

がともに地域を支え合う協働型の社会づくりを

めざし、地域の諸課題やニーズに対応できるよ

う、多様な主体からの協働提案に基づき、双方

の特性等を組み合わせながら、ともに公共政策

を作り上げていく「協働提案制度」を創設。提

案制度として定められているが、対象はＮＰＯ
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だけというのが大半なので、誰でも提案できる

方式にした。／委託（補助）という形式が多く、

次年度に政策化・予算化していく形態。／意見

を聞く場はあっても提案を公募する場は少ない。 

○質疑 

Ｑ：（吉野）協働事業の提案制度は、まとめる部

分は、どうしているのか。→Ａ：（阿部)担

当者と提案者の話し合いの場を持った。 

Ｑ：(谷口)協働事業を庁内で全体的に洗い出す

作業が必要と思うがどうやっているのか。

→Ａ：（阿部）協働事業として全課照会であ

げることはしている。私たちの思うことと

違うものがあったり、抜けたりしている。

そこはだんだんとブラッシュアップされて

いけばよい。 

Ｑ：(谷内)提案のうち採用となった結果にどれ

くらいの拘束力があるのか。→Ａ：(阿部)

提案事業に対して別枠の予算が欲しいとい

うのが当初あった。当初から想定している

予算の枠内で納められたら提案がはじかれ

てしまう。まずは要求は全て出してみて、

そこから予算化をそれぞれの担当課で努力

するというスタイルである。 

 

 

 

 

 

 

②羽咋市の市民協働政策（定免久美子） 

 ～市民活動の分野から～ 

行政側の窓口、市民側の窓口が別々にあり、孤

立している点が多い。行政セクター・企業セク

ターだけでは生活が成り立たなくなってきてい

る。そういう中で市民活動に注目、その中間支

援組織を立ち上げ運営してきている。／志民塾

を立ち上げ、人材育成を行っている。地域社会

の課題を自ら取り上げ、調査し、提案をつくり、

実行していく。既存の町会組織や公民館などに

も入ってもらい、自分たちのこれまでの活動の

枠内にとどまらない地域課題へのチャレンジを

考えてもらっている。市民活動団体と地域組織

の連携も視野に入れている。／行政としては志

民塾から出てきた提案が責任を持って実施して

もらえるかの不安があるが、予算化等も柔軟に

対応していきたいという思いはある。／まずは

地域の公共課題について志民が集まる場が必要

ではないか。集まれば情報収集・ネットワーク

ができてくる。／サービスは大きく、セクター

は小さくしていかなければならない。理念とし

てはわかっていても、それを具現化する場や機

会が必要で、それが市民活動センターの機能で

あり、志民塾の場であると思っている。／自分

たちで地域社会をつくっていく時代。 

○質疑 

Ｑ：(谷内)志民塾の参加者について。→Ａ： (定

免)地域推薦を入れた。提案できるグループ

を作っていく前置きの場として考えている。 

Ｑ：(吉田)立ち上げまでの苦労話などは。→Ａ： 

(定免)民間団体だけで中間的組織を立ち上

げても、何をする団体かはあまりにも見えな

い。ＮＰＯを支援するＮＰＯと思っている。

行政が後ろ盾しながら行っている。同じフロ

アで、担当係とわくわくネット・はくいの職

員がいて当初は始めた。共同事務局というか

たちで市民に対して、市民活動団体に対して

の中間支援サービス、人材育成、情報提供な

どで協働を始めていった。 

〔武元七尾市長〕 

(分科会を見学していたことから) 

行政がやらないから市民にお願いするのではな

い。／市民がまちづくりの主人公。七尾市では、

今年度から、地域づくり協働推進室を設置した。

／そういう中で他市の事例や仕組みも参考にし
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ながら、七尾市民が主人公になるまちづくりを

推進していきたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

③能美市協働型まちづくり市民会議の取り組み 

（谷口健一） 

～市民活動が地域を元気にする 

 協働型まちづくりの魅力～ 

協働の条例、ガイドラインづくりの策定に関わ

ったメンバーを中心に、中間支援機能、人材育

成は継続していかなければならないということ

で市民会議を運営している。団体ベースだけで

なく、地域 1人ずつは出して欲しいという思い

はある。これからどう進めていくかが課題。／

最後は「うちの団体ならこうだ」で終わってし

まう。中間支援は団体それぞれの利害調整の場

「だけ」ではないはずだが、それぞれの団体の

利害を超えて、どう全体にとっての、公をつく

っていくかという視点がまだまだ足りていない。

／市民会議のメンバー同士、どの人が市民で、

どの人が職員かが分からないようになってきて

いる。これはいいことだと思っている。／協働

型まちづくりガイドラインを定め、そのＰＲ版

パンフを市民会議メンバーで協議しながら作成

した。／人材育成講座において、基礎的能力と

してプレゼン等の技術を身につけることを行っ

ている。市民活動のＰＲ力、説明責任力（アカ

ウンタビリティ）向上の意味もある。／市民活

動支援補助金について、公募で出てきたものに

ついて審査することになるので、審査の前に審

査の勉強会を実施。／支援金をもらえることが

協働と思っている人が多い。こういった認識を

変えていくことから始めていく。 

○質疑 

Ｑ：（長田）行政はテーマごとの対応には長けて

いるが、地域まるごとでテーマ横断型の取

り組みはしづらいところがある。縦割行政

の批判もあるが、公共の方向付けはどのよ

うにして考えているのか。→Ａ：（谷口） 課

題の洗い出しをして、それをオープンにし

て、今自分がいるところを見る。何が協働

というものかを出すことから始めている。 

Ｑ：（薩麻）横の連絡の対策は。→Ａ：（谷口）

支援金を審査すると自分たちと似たような

活動、考え方のものがあることが分かる。

そこが互いに結びついていくことが大切。 

④七尾市の協働推進について（谷内博史） 

七尾市総合計画で位置付け。／やってください

ではなく、市民の目から見てやってみたいもの

を見つけ出して事業提案をする。／市民同士の

協働、横つなぎをサポートすることも推進室の

役割である。／ガイドラインがなく、実践あり

き・市民活動支援から入ってきている。走りな

がら考えるスタイル。／市民税１％を原資とし

た市民からのまちづくり提案公募型の協働事業

は市長のマニフェストの中にある。例規化され

たものではない。／市民活動は市民の中に活動

が知られるようにならなければだめ。自分たち

だけでやりたいことをやっているだけでは共感

は生み出せないし、公共を新たな切り口で担っ

ていく人の輪が広がっていかないと思っている。

／市民が行政のお金を取るというものではない。

市民が本来使いたい使い先に、市民的共感を育

みながら振り向けていくための制度が提案事業

制度なのではないか。 

⑤パネルディスカッション 

【谷内】地域づくり協議会はイベント実施団体

ではなくて、地域を構成する各種団体が集まっ

て、協議をしながら地域課題を取り上げ、対応

策を進めていこうというものであるが、今のと
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ころ自分たちで手を挙げて組織したものでは

ない。市民税１％は、市民が本来使えるお金を

取り戻しているだけと思っている。 

【長田：七尾市地域づくり協働推進室】市民税

１％は千葉県市川市のものを意識して市長から

出た話である。市民の活動をいかそう。元気が

出るではなく、元気が出せるという発想である。 

【小浦：ニコニコ農園(七尾市)】小学校の跡地

利用と遊休農地が出てきたことから、宿泊して

農業体験してもらおうということで立ち上げた。

楽しくやろうということが発想。 

【谷口】ステップアップ的な講座をどのように

考えているのか。修了された人の位置付け。ガ

イドラインを作ってみることが有志の人たちを

集めることにもなると思う。 

【定免】今のところステップアップ講座は考え

ていない。必要の都度、考えていかなければな

らないと思う。出会える場を設定することも一

つかと思う。修了した人の中で、やりたい意識

のある人は、こちらに向けるようにする。公共

サービスに繋がることもあろう。 

【谷内】羽咋市の人材育成の場合、文科省のメ

ニューが取れているが、来年度以降はなくなる

ことになるのでは。 

【定免】他の団体と連携をとると謝金等が半分

になることもあるので。上手なやり方を工夫し

ていきたいと考えている。人材育成はやったか

らおしまい、ではなく、常に新しい人たちを巻

き込みながらやっていく必要がある。 

【吉野：はくいの郷土史を学習する会】いい提

案があればその人たちに任せていくことも考え

られるという。 

【阿部】支援組織、お金の支援、活動としての

人をどう育てていくかがポイントと思う。お金

の支援については、どのように事業を見直して

いくか。徐々に事業数が減ってくることになろ

う。補助金ではない仕組みとして、提案型委託

事業へ移行していくことも視野に入れてはどう

か。活動としての人については、ずっとやって

いくことができるかは別の話で、どこかで評価

してまたやっていくもの。この分科会の 3組織

とも、小さいながらも元気だなと思う。 

【谷内】やってみた当初段階だとは思うが、や

ってみて分かったこと。評価するということで、

皆さんの考え方を。 

【谷口】評価はしていきたい。もらうだけの支

援補助金だけでなく、提案型としての意識はし

ている。中間支援機能をどう形成していくかが

課題。 

【定免】まちづくりはおもしろいからやる。だ

から続くものと思っている。そういう公共課題

の解決を「おもしろい」と思える人たちを育て、

ネットワ－キングしていきたい。 

【谷内】行政、市民団体、ＮＰＯなりが、地域

を暮らしていて楽しくするかということになろ

う。地域のネガティブな部分を掘り下げて解決

することもあるが、ポジティブなものを豊かに

する、伸ばす、よくしていくという価値付けの

活動ももっと必要。市民が市民的な（＝官僚的

でない）創造性を発揮する(しやすい)ための仕

組み・仕掛けを作っていくかが課題だろう。市

民活動は部活動みたいなところから始まると思

っている。学校にいた時は部活を楽しくやって

いたが、社会に出てしまったら市民性を発揮す

るような場所(学校みたいなもの)がないので、

そういう場を作っていきたい。難しい課題を楽

しく乗り越えていくことを互いに相互発揮して

いく場。 

阿部さんにお聞きしたいのですが、市民活動

センターというか中間支援組織を立ち上げる方

策等は。 

【阿部】中間支援は機能だと思っている。地域

にとって、どんな機能が必要なのかに注目して

立ち上げていくとよいだろう。場所か機能か事
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業かというような多面的なところから考えてい

くものだろう。行政が引っぱっていくとしても、

その程度において地域性が絡んでくると思う。 

【谷内】ともすると市民活動の場、会議室や施

設さえ作れば市民活動支援だ、というような錯

覚もあると思う。市民が相互に地域の公共課題

を語り合い、知恵を出し合い、役割を担い合う、

そういう相互の創造性発揮の場、機能として中

間支援を考えていくべきだろう。 

協働のためのガイドライン、制度、協働を支 

援する仕組み、お金の流れづくり、協働の「見

える化」としての中間支援機能の協働運営など

が今後の県内の課題になってくるようだ。 

 

３．開催で得たもの（新しい発見） 

石川県内各地の「協働政策」の市民側、行政

側の実務者が一堂に会するのは、これまでなか

なかなかったが、これを機に各地のよいところ

を取り入れあっていける可能性や補完関係が構

築できた。／参加者の中にも自治体における地

域づくり活動団体と行政組織との協働について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考える基本的なベースを共有することができた

と思う。／協働についてのガイドライン（条例

等）の具現化、市民活動支援の仕組み（中間支

援機能の充実）、人材育成の場という 3点セット

が当面の課題であるとわかった。 

 

４．分科会のまとめ 

県内の協働の取り組みは、まだまだ端緒につ

いたばかりである。石川県民が地域課題に対し

て市民性を発揮して主体的な地域づくり活動を

行っていけるような協働政策のブラッシュアッ

プ、協働していく際の基礎自治体の制度設計、

協働担当者の人材交流ができるプラットフォー

ムづくりが今後の課題になってこよう。 

 

５．今後に向けた展開 

県内各地の協働を実践する関係者で定期的に

情報交換する場を設置していきたい。／地域づ

くり団体、行政担当者など協働担当者の人材交

流ができるプラットフォームづくり。／相互に

訪問し合う取り組みも行いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１分科会 参加者アンケート【参加者：23 回収：12】 
 
■分科会を選んだ理由 
・協働の進展状況を知りたくて 
・行政側で地域づくりを実際にされている方の話を聞きたい 
・仕事と参考のため／・仕事上関心のある分野であるため 
・協働に関わっているため 
・協働の必要性を多角的また具体的に再度考察したかった 
・テーマが適当だった 
・リーダーからの指示 
 
■分科会はいかがでしたか？ 
・活発な議論で時間いっぱいだった 
・参加者の意見が聞けなかった・時間が長かった（全体会まで含めて）／・時間を短くして全分科

会を一緒にした方がいい 
・協働についての活動理解ができた／・大変参考になった。方向性がおぼろげにわかった 
・各事例を聞かせていただき参考になった 
・協働による地域創生に向けての取組みにも様々な切り口があり参考になった 
・中長期的ビジョンの視点を加味した企画が人、地域、地域の課題の解決に必要（密接に関連して

いる）。このことが地域づくりへの協働を行う上で不可欠と感じており、課題に対する共通認識が

でき深まると思う。幅と深さが必要 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


